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令和４年度一般会計補正予算
布水中学校の増築事業に係る実施設計などに
１億７，９７４万５千円を追加

９月
定例会

○＝賛成、×＝反対、欠＝欠席　※議長（中村　義彦）は採決に加わりません。
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議案第43号 令和４年度野々市市一般会計補正予算（第４号）について 9月28日 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第44号 令和４年度野々市市介護保険特別会計補正予算（第１号）につ
いて 9月28日 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第45号 令和３年度野々市市一般会計歳入歳出決算認定について 9月28日 認　　定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - ○ ○ ○ ○ ○ ×

議案第46号 令和３年度野々市市国民健康保険特別会計歳入歳出決算認定
について 9月28日 認　　定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - ○ ○ ○ ○ ○ ×

議案第47号 令和３年度野々市市後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算認
定について 9月28日 認　　定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - ○ ○ ○ ○ ○ ×

議案第48号 令和３年度野々市市介護保険特別会計歳入歳出決算認定につ
いて 9月28日 認　　定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - ○ ○ ○ ○ ○ ×

議案第49号 令和３年度野々市市水道事業会計未処分利益剰余金の処分に
ついて 9月28日 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第50号 令和３年度野々市市水道事業会計決算認定について 9月28日 認　　定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第51号 令和３年度野々市市公共下水道事業会計決算認定について 9月28日 認　　定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第52号 職員の育児休業等に関する条例の一部を改正する条例について 9月28日 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第53号 野々市市児童館条例の一部を改正する条例について 9月28日 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - ○ ○ ○ ○ ○ ×

議案第54号 野々市市建築関係手数料条例の一部を改正する条例について 9月28日 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第55号 財産の取得について 9月28日 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第56号 野々市市公平委員会委員の選任につき同意を求めることについ
て 9月6日 同　　意 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ - ○ ○ ○ ○ ○ 〇

議案第57号 野々市市教育委員会教育長の任命につき同意を求めることにつ
いて 9月28日 同　　意 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - ○ ○ ○ ○ ○ 〇

議案第58号 野々市市教育委員会委員の任命につき同意を求めることについ
て 9月28日 同　　意 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - ○ ○ ○ ○ ○ 〇

議案第59号 野々市市教育委員会委員の任命につき同意を求めることについ
て 9月28日 同　　意 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - ○ ○ ○ ○ ○ 〇

議会議案
第4号 少人数学級・教職員定数の改善を求める意見書 9月28日 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - ○ ○ ○ ○ ○ 〇

議会議案
第5号 地方財政の充実・強化を求める意見書 9月28日 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - ○ ○ ○ ○ ○ 〇

議　決　結　果　一　覧

Ｑ
職
員
の
育
児
休
業
等
に
関
す
る

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に

つ
い
て
、
対
象
者
は
常
勤
職
員
、
非
常
勤

職
員
、
そ
れ
ぞ
れ
何
名
か
。

Ａ
育
児
休
業
を
取
得
し
て
い
る
職

員
数
は
、
常
勤
職
員
が
10
名
超
、

非
常
勤
職
員
が
数
名
で
あ
り
、
改
正
条
例

の
施
行
期
日
の
10
月
１
日
以
降
も
同
じ
よ

う
な
状
況
が
続
く
見
込
み
で
あ
る
。

Ａ
小
学
３
年
生
か
ら
６
年
生
ま
で

の
す
べ
て
の
英
語
の
授
業
で
外
国

語
指
導
助
手
を
配
置
す
る
こ
と
を
重
視
し

て
い
る
。
児
童
の
成
長
を
継
続
的
に
観
察

し
評
価
す
る
た
め
に
、
１
年
間
を
通
し
て

同
じ
外
国
語
指
導
助
手
が
指
導
す
る
体
制

を
と
る
よ
う
に
し
て
い
る
。

Ｑ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の
バ
ス
停

命
名
権
の
募
集
方
法
は
。

Ａ
広
報
野
々
市
や
市
公
式
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
の
周
知
に
加
え
て
、
バ

ス
停
周
辺
の
事
業
者
へ
の
案
内
を
行
っ
て

い
る
。
よ
り
多
く
の
事
業
者
に
申
し
込
ん

で
も
ら
え
る
よ
う
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
周

知
、
案
内
に
取
り
組
み
た
い
。

人
　
　
事

野
々
市
市
教
育
委
員
会
教
育
長

大
久
保
邦
彦
（
粟
田
三
丁
目
）

野
々
市
市
教
育
委
員
会
委
員

北
村

曉
成
（
二
日
市
五
丁
目
）

中
江

洋
美
（
稲
荷
一
丁
目
）

野
々
市
市
公
平
委
員
会
委
員

亀
田

勇
人
（
住
吉
町
）

Ｑ
野
々
市
ブ
ラ
ン
ド
認
定
制
度
に

つ
い
て
、
認
定
数
と
、
認
定
後
の

影
響
は
。

Ａ
こ
れ
ま
で
７
産
品
が
認
定
さ
れ

て
い
る
。
市
内
外
の
イ
ベ
ン
ト
時

に
認
定
品
を
優
先
的
に
Ｐ
Ｒ
す
る
な
ど
周

知
に
努
め
て
お
り
、
今
後
も
野
々
市
ブ
ラ

ン
ド
認
定
品
を
通
し
て
、
市
内
外
に
野
々

市
の
魅
力
を
発
信
し
て
い
き
た
い
。

Ｑ
各
小
学
校
に
１
名
、
合
計
５
名

の
外
国
語
指
導
助
手
を
派
遣
し

て
い
る
が
、
ど
の
よ
う
な
活
動
の
仕
方
に

な
っ
て
い
る
の
か
。

Ｑ
布
水
中
学
校
増
築
事
業
に
お
い

て
、
増
築
を
計
画
し
て
い
る
教
室

数
や
供
用
開
始
の
目
標
は
。

Ａ
普
通
教
室
６
室
と
多
目
的
ル
ー

ム
１
室
を
計
画
し
て
お
り
、
併
せ

て
職
員
室
も
増
築
す
る
予
定
で
あ
る
。
鉄

筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
の
４
階
建
て
で
、
令

和
６
年
４
月
の
供
用
開
始
を
目
指
し
て
い

る
。Ｑ

今
後
の
公
債
費
の
推
移
は
。

Ａ
過
去
の
区
画
整
理
事
業
や
街
路

事
業
な
ど
の
起
債
償
還
が
進
ん
で

い
る
た
め
、
公
債
費
は
減
少
傾
向
に
あ
る
。

Ｑ
住
居
確
保
給
付
金
の
支
給
期
間

は
原
則
３
箇
月
を
限
度
と
し
て
い

る
が
、
３
箇
月
終
了
後
に
状
況
が
改
善
し

な
か
っ
た
場
合
の
ケ
ア
や
フ
ォ
ロ
ー
は
。

Ａ
支
給
期
間
は
原
則
３
箇
月
で
あ

る
が
、
場
合
に
よ
っ
て
は
期
間
の

延
長
も
可
能
で
あ
り
、
そ
の
後
も
状
況
が

改
善
さ
れ
な
い
場
合
は
、
生
活
保
護
申
請

も
含
め
て
相
談
に
対
応
し
て
い
る
。

9
月
15・16・20・21・27
日
の
５
日
間

各
委
員
会
の
主
な
質
問
と
答
弁

予
算
決
算
・
総
務
産
業
・
教
育
福
祉
常
任
委
員
会

野々市ブランド認定品

バス停への名称掲載イメージ
（本名称掲載の場合）

　令和４年第４回９月定例会は、９月６日から２８日まで開かれました。
　令和４年度一般会計補正予算やロータリー除雪車１台の追加、
野々市市教育委員会教育長の任命など議案１７件が市長から、意
見書提出に関する議案２件が議会から提出され、すべての議案を
全員一致もしくは賛成多数で可決、認定、同意しました。
　令和４年度一般会計補正予算には、今後の生徒数の増加に伴っ
て教室不足が想定される布水中学校の増築事業に係る実施設計
の予算４，８００万円や、国と県の事業復活支援金の支給を受けた
市内の事業者に対し支給している「事業復活緊急支援金」の追
加に係る予算２，０００万円などが計上されています。

　令和４年度一般会計補正予算やロータリー除雪車１台の追加、　令和４年度一般会計補正予算やロータリー除雪車１台の追加、
野々市市教育委員会教育長の任命など議案１７件が市長から、意野々市市教育委員会教育長の任命など議案１７件が市長から、意
見書提出に関する議案２件が議会から提出され、すべての議案を見書提出に関する議案２件が議会から提出され、すべての議案を
全員一致もしくは賛成多数で可決、認定、同意しました。全員一致もしくは賛成多数で可決、認定、同意しました。
　令和４年度一般会計補正予算には、今後の生徒数の増加に伴っ　令和４年度一般会計補正予算には、今後の生徒数の増加に伴っ
て教室不足が想定される布水中学校の増築事業に係る実施設計て教室不足が想定される布水中学校の増築事業に係る実施設計
の予算４，８００万円や、国と県の事業復活支援金の支給を受けたの予算４，８００万円や、国と県の事業復活支援金の支給を受けた
市内の事業者に対し支給している「事業復活緊急支援金」の追市内の事業者に対し支給している「事業復活緊急支援金」の追
加に係る予算２，０００万円などが計上されています。加に係る予算２，０００万円などが計上されています。
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一般質問 一般質問

Ａ
市
長
●
ラ
ウ
ン
ド
ア
バ
ウ
ト
（
環

状
ަ
ࠩ
点
）
の
整
備
ޮ
果
と
し
て

は
、
安
શ
性
の
向
上
や
、
信
߸
機
が
不
要

と
な
る
こ
と
に
൐
う
維
持
管
理
コ
ス
ト
の

軽
減
な
ど
が
ڍ
げ
ら
れ
る
。

一
方
、「
ラ
ウ
ン
ド
ア
バ
ウ
ト
」
で
は
、

歩
行
者
用
の
信
߸
機
も
設
置
さ
れ
な
い
た

め
、
ަ
通
ྔ
に
よ
っ
て
は
子
ど
も
や
ߴ
ྸ

者
、
障
が
い
者
な
ど
の
ަ
通
ऑ
者
が
、
ԣ

அ
歩
ಓ
を
ԣ
அ
す
る
タ
イ
ϛ
ン
グ
を
取
り

づ
ら
い
、
と
い
う
σ
ϝ
リ
ッ
ト
も
あ
る
。

「
ラ
ウ
ン
ド
ア
バ
ウ
ト
」
の
設
置
৚
件

と
し
て
は
、
ަ
ࠩ
点
を
通
ա
す
る
車
྆
の

૯
数
が
、
1
日
24
時
間
あ
た
り
約
１
ສ
୆

ະ
ຬ
で
あ
る
、
ަ
通
ྔ
の
少
な
い
৔
所
が

࠷
ద
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
歩
行
者
、
自
స
車
の
ަ
通
ྔ
が

多
く
な
る
と
、
車
ಓ
෦
の
ԁ
׈
な
ަ
通
の

確
保
が
ࠔ
೉
と
な
る
。

ఏ
Ҋ
の
「
本
ொ
2
ஸ
目
ೆ
ަ
ࠩ
点
」
に

つ
い
て
は
、
ྩ
࿨
2
年
の
ަ
通
ྔ
調
査
結

果
に
よ
る
と
、
ަ
通
ྔ
が
2
ສ
୆
を
௒
え

て
お
り
、
ݱ
地
で
の
導
入
に
つ
い
て
は
೉

し
く
、
調
査
を
実
施
す
る
こ
と
は
考
え
て

い
な
い
。

し
か
し
な
が
ら「
ラ
ウ
ン
ド
ア
バ
ウ
ト
」

に
つ
い
て
は
、
ޮ
果
త
な
৔
所
の
選
定
を

ؚ
め
、
ࠓ
後
、
調
査
・
ݚ
ڀ
し
て
行
き
た

い
と
考
え
て
い
る
。

野
々
市
市
に
お
け
る
ラ
ウ
ン
ド
ア

バ
ウ
ト
（
環
状
交
差
点
）
の
導
入

に
つ
い
て

Ｑ
現
在
、
市
で
は
２
箇
所
の
土
地
区

画
整
理
事
業
が
行
わ
れ
、
さ
ら
に

計
画
も
さ
れ
て
い
る
。

中
央
公
園
の
整
備
拡
張
計
画
で
は
防
災

拠
点
と
し
て
の
機
能
も
重
視
さ
れ
る
こ
と

か
ら
域
内
道
路
網
に
ラ
ウ
ン
ド
ア
バ
ウ
ト

は
大
い
に
検
討
す
べ
き
と
考
え
る
。

ま
た
、
北
国
街
道
整
備
の
観
点
か
ら
旧

跡
富
樫
館
に
位
置
す
る
〝
本
町
２
丁
目
南

交
差
点
〞
の
ラ
ウ
ン
ド
ア
バ
ウ
ト
化
に
取

り
組
ん
で
も
ら
い
た
い
。

こ
の
交
差
点
は
現
在
、
変
形
な
が
ら
五

本
の
道
路
の
結
節
点
と
な
っ
て
い
る
。

一
方
は
本
町
一
丁
目
か
ら
、
直
角
に
本

町
三
丁
目
に
結
ば
れ
北
国
街
道
の
要
衝
と

し
て
も
大
変
意
義
深
い
場
所
と
考
え
る
。

し
か
し
な
が
ら
現
状
で
は
即
座
に
ラ
ウ

ン
ド
ア
バ
ウ
ト
と
す
る
こ
と
は
難
し
い
と

も
思
う
の
で
、
ま
ず
は
調
査
を
し
て
も
ら

い
た
い
。

そ
の
結
果
に
よ
っ
て
は
用
地
の
こ
と
、

環
境
安
全
の
こ
と
な
ど
様
々
な
こ
と
を
地

域
の
方
々
と
十
分
に
話
し
合
い
を
重
ね
て

も
ら
い
た
い
が
、
市
長
の
見
解
を
伺
う
。

災
害
対
応
力
の
強
化
に
向
け
て

Ｑ
本
市
の
一
時
的
避
難
場
所
79
箇

所
の
う
ち
、
44
箇
所
が
公
園
で
あ

る
。
一
時
的
避
難
生
活
を
想
定
し
て
、
下

水
道
公
共
桝
や
マ
ン
ホ
ー
ル
ト
イ
レ
、
か

ま
ど
ベ
ン
チ
等
の
機
能
を
持
つ
公
園
を
積

極
的
に
整
備
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

Ａ
市
長
●
ࠓ
後
、
ࡂ
害
対
応
ྗ
の
ڧ

化
を
ਤ
る
た
め
、
৽
規
の
公
園
事

業
や
公
園
リ
χ
ỿ
ー
ア
ル
事
業
で
整
備
を

行
う
ࡍ
に
、
マ
ン
ホ
ー
ル
ト
イ
Ϩ
等
の
設

置
に
つ
い
て
ݕ
౼
す
る
。

Ｑ
災
害
に
伴
い
、
が
れ
き
や
粗
大
ご

み
等
の
廃
棄
物
が
大
量
に
発
生

す
る
。
迅
速
か
つ
適
正
に
災
害
廃
棄
物
処

理
を
行
う
こ
と
が
、
復
興
の
第
一
歩
で
あ

る
。
発
生
量
に
応
じ
た
仮
置
場
の
面
積
確

保
、
収
集
運
搬
業
者
の
人
員
と
車
両
の
確

保
に
つ
い
て
、
事
前
の
十
分
な
対
策
が
講

じ
ら
れ
て
い
な
い
の
で
は
な
い
か
。

Ａ
地
域
政
策
部
長
●
ഇ
غ
෺
発
生

ྔ
や
一
時
త
に
保
管
す
る
Ծ
置

৔
の
ਪ
計
も
ؚ
め
、
事
前
の
体
੍
を
整
え

る
た
め
の
「
ࡂ
害
ഇ
غ
෺
ॲ
理
計
画
」
を

策
定
し
、
ࡂ
害
に
備
え
て
い
る
。
Ծ
置
৔

は
、
市
が
保
༗
す
る
公
園
や
ற
車
৔
を
確

保
し
て
い
る
。
収
ू
運
ൖ
に
つ
い
て
は
、

関
連
す
る
業
者
や
協
会
と
協
定
を
క
結

災害対応力の強化に向けて、一時的
避難生活が可能な公園を整備せよ

新規の公園事業や公園リニューアル事業で、
「マンホールトイレ」等の設置を検討する

馬場 弘勝 議員
（野々市フォーラム）

し
、
ਝ
଎
に
協
ྗ
を
要
੥
で
き
る
体
੍
に

よ
っ
て
、
ڧ
化
を
ਤ
っ
て
い
る
。

石
川
中
央
都
市
圏
に
お
け
る

ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
に
向
け
て

Ｑ
ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
広
域
的
な
相

互
利
用
促
進
策
と
し
て
、
石
川
中

央
都
市
圏
域
住
民
料
金
の
導
入
に
関
す
る

協
議
は
進
ん
で
い
る
の
か
。
維
持
管
理
費

用
や
大
規
模
修
繕
費
用
の
財
源
確
保
は
、

ど
の
よ
う
な
仕
組
み
、
制
度
な
の
か
。

Ａ
教
育
部
長
●
ݍ
域
施
設
の
相
ޓ

利
用
の
ଅ
進
に
よ
り
、
他
の
市
ொ

住
民
の
利
用
が
増
加
し
、
施
設
を
༗
す
る

市
ொ
の
住
民
が
施
設
を
利
用
し
೉
く
な
る

と
い
う
ݒ
೦
や
、
施
設
の
設
置
市
ொ
が
අ

用
を
負
担
す
る
こ
と
に
つ
い
て
、
施
設
を

༗
す
る
住
民
に
不
公
ฏ
感
が
生
͡
る
可
能

性
が
あ
る
こ
と
な
ど
の
՝
୊
に
つ
い
て
、

ス
ポ
ー
ツ
ਪ
進
連
བྷ
会
に
お
い
て
ݱ、
ࡏ
、

ݕ
౼
中
で
あ
る
。

Ｑ
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
の
ス
ポ
ー

ツ
施
設
予
約
シ
ス
テ
ム
の
導
入

を
本
格
的
に
検
討
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

Ａ
教
育
部
長
●
ະ
だ
ݕ
౼
に
は

ࢸ
っ
て
い
な
い
。
ス
ポ
ー
ツ
ਪ
進

連
བྷ
会
に
お
い
て
協
議
し
て
い
た
だ
け
る

よ
う
、
調
整
を
ਤ
っ
て
い
く
。

あ
ら
ゆ
る
世
代
の
市
民
が

参
加
す
る
市
政
に
向
け
て

Ｑ
未
来
の
ま
ち
づ
く
り
に
つ
な
げ

て
い
く
た
め
に
、
若
き
市
民
で
あ

る
青
少
年
の
意
見
を
積
極
的
に
取
り
入

れ
、
独
自
の
予
算
措
置
を
伴
う
事
業
を
実

施
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

Ａ
市
長
●
ক
དྷ
を
担
う
ए
者
の
視

点
を
取
り
入
れ
る
こ
と
は
、
大
ม

意
ٛ
が
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。中
学
生
、

ߴ
校
生
、
大
学
生
に
よ
る
「
の
の
い
ち
ए

者
Έ
ら
い
ϛ
ー
テ
ỹ
ン
グ
」
や
「
野
々
市

わ
か
も
の
会
議
」の
開
催
実
੷
が
あ
る
が
、

ࠓ
後
も
༷
々
な
方
策
に
つ
い
て
考
え
て
い

き
た
い
。

旧北國街道の結節点にある「本町2丁目南交差点」の
ラウンドアバウト化に向けて調査をしてはどうか

「本町 2丁目交差点」は交通量が多いため
導入は難しく、調査実施は考えていない

早川 彰一 議員
（野々市フォーラム）

ụ
ϥ
΢
ン
υ
ア
ό
΢
ト
ͱ
͸
Ủ

交
差
点
の
中
央
に
円
状
の
島
が
設
け
ら

れ
、
そ
の
周
囲
を
「
環
道
」
と
呼
ば
れ
る

一
方
通
行
の
車
線
で
囲
い
、
そ
こ
に
接
続

さ
れ
た
複
数
の
道
か
ら
進
入
、
退
出
が
出

来
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
も
の
。

ラ
ウ
ン
ド
ア
バ
ウ
ト
は
１
９
６
０
年
代

か
ら
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
普
及
し
て
い
た
。

日
本
で
は
「
環
状
の
交
差
点
に
お
け
る

右
回
り
通
行
」
と
し
て
、
２
０
１
３
年
6

月
14
日
第
43
号
改
正
道
路
交
通
法
に
よ
っ

て
現
代
的
ラ
ウ
ン
ド
ア
バ
ウ
ト
が
定
義
さ

れ
た
。

２
０
１
４
年
以
降
全
国
で
導
入
が
進
み
、

２
０
１
９
年
3
月
末
に
は
全
国
31
都
府
県

87
カ
所
に
拡
大
し
た
。

２
０
２
０
年
3
月
末
で
は
全
国
で

１
０
１
カ
所
、
昨
年
3
月
末
で
は
１
２
６

カ
所
と
1
年
間
で
25
カ
所
増
加
し
て
い
る
。

ụ
ϥ
΢
ン
υ
ア
ό
΢
ト
の
ϝ
Ϧ
ỽ
ト
Ủ

「
車
両
交
通
の
安
全
性
向
上
」が
見
込
め
る
。

①
交
差
点
へ
の
進
入
時
に
お
い
て
通
過
速

度
の
低
下
。

②
交
差
箇
所
の
減
少
に
よ
り
、
交
通
事
故

の
減
少
が
期
待
さ
れ
る
。

③
車
両
は
1
回
あ
た
り
の
横
断
距
離
が
短

縮
さ
れ
、
横
断
に
当
た
り
注
意
す
べ
き

方
向
が
1
方
向
と
な
る
た
め
、
歩
行
者

に
注
意
が
集
中
で
き
る
。

ほ
か
に

・
信
号
待
ち
が
な
く
渋
滞
の
緩
和
に
つ
な

が
る
。

・
停
車
時
間
が
少
な
い
、
ま
た
は
無
い
た

め
燃
料
消
費
が
少
な
く
な
り
、
Ｃ
Ｏ
２
抑

制
が
期
待
で
き
る
。

・
信
号
機
が
無
い
こ
と
に
よ
り
道
路
の
整

備
・
維
持
管
理
コ
ス
ト
の
削
減
に
な
る
。

・
信
号
機
が
無
い
の
で
電
力
の
供
給
が
不

要
、
災
害
時
の
停
電
に
も
大
き
な
効
果

が
発
揮
で
き
る
。

「野々市市
災害廃棄物処理計画」

1. 組織体制と連携（自衛隊・警察・消防）

2. 市民への広報

3. 建物被害の推計（地震災害・風水害）

4. 発生量の算定、仮置場の必要面積の算定

5. 処理処分地の検討（処理能力・期間）

事前の
対策
事前の
対策
事前の
対策

一般質問のページは、各議員の
文責により編集されています。

一般質問を動画でご覧いただけます。
　※二次元コードは機種によりご利用いただけない場合があります。
　　PCからは、　https://youtu.be/3cgEglnye8A

一般質問のページは、各議員の
文責により編集されています。

一般質問を動画でご覧いただけます。
　※二次元コードは機種によりご利用いただけない場合があります。
　　PCからは、　https://youtu.be/iuQ0uZvJ-G8
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一般質問 一般質問

Ｑ
本
市
に
お
け
る
視
覚
障
害
者
の

生
活
動
線
に
お
け
る
信
号
機
に

視
覚
障
害
者
に
対
応
し
た
信
号
機
の
設
置

推
進
を
提
案
い
た
し
ま
す
。
市
長
の
所
見

を
伺
い
ま
す
。

Ａ
総
務
部
長
●
本
市
で
は
、
ԡ
し
Ϙ

タ
ン
型
の
信
߸
機
は
、
設
置
さ
れ

て
い
な
い
の
が
ݱ
状
で
す
。
視
֮
障
害
者

に
対
応
し
た
Ի
ڹ
信
߸
機
（
˞
１
）
を
ؚ

め
た
信
߸
機
の
設
置
に
関
し
ま
し
て
は
、

ொ
಺
会
を
࢝
め
、
関
係
団
体
な
ど
の
要
๬

が
あ
り
ま
し
た
ら
、
ަ
通
ྔ
や
事
ނ
の
発

生
状
況
、
෇
ۙ
住
民
へ
の
Ө
ڹ
な
ど
を
౿

ま
え
た
上
で
、
ݝ
ܯ
察
、
ݝ
公
安
委
員
会

と
協
議
し
て
ま
い
り
ま
す
。

Ｑ
本
市
で
は
他
市
町
に
な
い
よ
う

な
特
色
あ
る
ア
リ
ー
ナ
に
す
る

べ
き
と
考
え
ま
す
。障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
の

聖
地
と
呼
ば
れ
る
野
々
市
に
し
て
は
ど
う

で
し
ょ
う
か
。そ
の
た
め
に
は
、車
い
す
バ

ス
ケ
大
会
を
開
催
推
進
す
る
な
ど
で
す
。

Ａ
教
育
長
●
ࡢ
年
か
ら
、
車
い
す
バ

ス
έ
ッ
ト
Ϙ
ー
ル
等
に
つ
き
ま

し
て
も
、
ط
ଘ
施
設
の
市
民
体
育
ؗ
と
ス

ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
で
利
用
す
る
こ
と
が
で

き
る
運
用
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。
ࠓ
後
も

Ҿ
き
続
き
、
市
体
育
協
会
や
֤
種
ス
ポ
ー

ツ
団
体
と
も
連
携
し
、
障
害
の
༗
ແ
や
、

性
別
、
年
ྸ
に
関
係
な
く
、
ス
ポ
ー
ツ
を

Ａ
副
市
長
●
ੴ
઒
中
ԝ
都
市
ݍ
地

域
公
共
ަ
通
協
議
会
に
お
い
て
、

北
཮
మ
ಓ
か
ら
要
๬
の
あ
っ
た
上
Լ
分
཭

方
式
の
導
入
を
も
ؚ
め
ݕ
౼
し
て
い
る
ஈ

֊
で
あ
り
、特
定
の
結
論
を
示
す
状
況
に

ࢸ
っ
て
お
り
ま
せ
Μ
。̗
̧
̩
を
ਪ
進
と

の
こ
と
で
す
が
、協
議
会
で
൑
அ
す
る
こ

と
に
な
っ
て
お
り
、本
市
の
意
見
を
申
上

げ
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
Μ
。支
援
に
関
し
、

都
市
計
画
੫
の
ॆ
౰
に
つ
い
て
は
、都
市

計
画
੫
は
目
త
੫
で
、そ
の
࢖
ె
は
ݶ
定

さ
れ
て
お
り
ま
す
の
で
、支
援
಺
༰
に
よ

り
、൑
அ
を
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
。

˞
１

視
֮
障
害
者
Ի
ڹ
信
߸
機
と

は
、
ԡ
し
Ϙ
タ
ン
信
߸
機
に
̎
カ
所

Ϙ
タ
ン
（
݈
ৗ
者
用・視
֮
障
害
者
用
）

が
つ
い
て
い
ま
す
。
ย
方
は
ϐ
Ϥ
ϐ

Ϥ
・
൓
対
ଆ
は
カ
ッ
コ
ウ
カ
ッ
コ
ウ

な
ど
౉
り
き
る
ଆ
で
Ի
੠
が
ม
わ
る
。

ま
た
、
ߴ
ྸ
者
に
も
対
応
し
ԣ
அ
時

間
が
Ԇ
長
さ
れ
ま
す
。

˞
̎

̗
̧
̩
と
は
、
మ
ಓ
ي
ಓ
を

ฮ
૷
し
バ
ス
ઐ
用
ಓ
࿏
と
し
大
型
バ

ス
が
૸
行
す
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
一

ൠ
ಓ
࿏
で
の
ौ
଺
が
な
く
定
時
運
行

が
可
能
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、
ݱ
ࡏ

の
Ӻ
ࣷ
も
活
用
で
き
ま
す
。

実
施
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
౒
め
て

ま
い
り
た
い
。

Ｑ
全
国
各
地
の
地
方
鉄
道
で
は
、
国

土
交
通
省
の
こ
れ
ま
で
の
「
総
括

原
価
方
式
」が
運
賃
の
基
本
で
あ
っ
た
が
、

新
た
な
制
度
時
間
帯
に
よ
っ
て
運
賃
を
変

動
さ
せ
る
「
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
プ
ラ
イ
シ
ン

グ
」
が
検
討
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
広
島
県

内
私
鉄
は
、
新
た
な
運
賃
体
系
を
先
取
り

し
平
日
の
昼
間
や
土
日
に
割
安
料
金
で
需

要
の
底
上
げ
を
し
、
早
期
に
実
施
す
る
と

の
こ
と
で
す
。
本
市
を
通
る
、
北
陸
鉄
道

石
川
線
鶴
来
・
野
町
間
で
は
利
用
者
が
野

町
で
乗
り
換
え
す
る
と
い
う
利
便
性
の
悪

さ
に
あ
り
ま
す
。金
沢
駅
ま
で
Ｂ
Ｒ
Ｔ（
※

２
）
で
つ
な
ぎ
、
新
た
な
運
賃
制
度
を
取

り
い
れ
れ
ば
、
利
用
者
が
増
加
す
る
と
考

え
ま
す
。
も
う
一
点
は
、
運
営
コ
ス
ト
と

の
関
係
で
す
。
鶴
来
・
野
町
間
は
専
用
の

バ
ス
路
線
と
し
野
町
・
金
沢
駅
間
は
Ｂ
Ｒ

Ｔ
で
既
存
バ
ス
と
同
様
の
運
行
を
す
る
。

Ｌ
Ｒ
Ｔ
と
比
較
い
た
し
ま
す
と
、
金
沢
駅

ま
で
鉄
路
を
敷
設
す
る
必
要
が
生
ま
れ
、

大
き
な
設
備
投
資
を
す
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。
ま
た
、
鉄
路
の
点
検
交
換
に
も
大
き

な
ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ス
ト
が
見
込
ま
れ
ま

す
。
本
市
は
、
Ｂ
Ｒ
Ｔ
を
推
進
す
る
の
か

併
せ
都
市
計
画
税
を
充
当
に
つ
い
て
、
市

長
の
所
見
を
伺
い
ま
す
。

結ネットを今後どのように発展させ
付加価値を高めるか展望を伺う

連合町内会と連携し、利用者がさらに
広がるように支援していく

市
民
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
に
お
け

る
町
内
会
を
拠
点
と
し
た
「
Ｄ
Ｘ
」

の
推
進
に
つ
い
て

Ｑ
結
ネ
ッ
ト
導
入
に
よ
っ
て
、
本
市

が
現
時
点
で
認
識
し
て
い
る
利

点
、効
果
、ま
た
課
題
は
何
か
伺
い
ま
す
。

Ａ
地
域
政
策
部
長
●
電
子
回
ཡ
൘

や
、
ࡂ
害
時
の
安
൱
確
認
ツ
ー
ル

機
能
の
΄
か
、
回
ཡ
や
༣
ศ
で
し
て
い
た

も
の
を
、
ア
ϓ
リ
上
の
ૢ
作
で
行
え
、
ொ

಺
会
の
事
຿
の
؆
ུ
化
を
実
ݱ
す
る
こ
と

が
で
き
た
。
ま
た
՝
୊
と
し
て
は
、
֤
ொ

಺
会
よ
っ
て
利
用
率
に
開
き
が
あ
る
と
認

識
し
て
い
る
。

Ｑ
結
ネ
ッ
ト
利
用
率
の
目
標
値
を

設
定
さ
れ
て
は
い
か
が
か
。

Ａ
地
域
政
策
部
長
●
利
用
率
の
目

標
஋
を
設
定
す
る
考
え
は
あ
り

ま
せ
Μ
が
、
よ
り
多
く
の
ਓ
に
登
࿥
し
て

い
た
だ
け
る
よ
う
さ
ら
に
支
援
に
౒
め
て

ま
い
り
た
い
。

Ｑ
具
体
提
案
と
し
て
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
取
得
時
な
ど
多
様

な
ニ
ー
ズ
や
用
事
で
市
役
所
に
足
を
運
ば

れ
る
市
民
に
窓
口
等
で
結
ネ
ッ
ト
に
も
登

録
い
た
だ
く
よ
う
声
を
か
け
る
な
ど
積
極

的
な
働
き
か
け
を
是
非
お
願
い
し
た
い
。

Ａ
地
域
政
策
部
長
●
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
取
得
手
続
き
用
の

テ
ー
ブ
ル
に
結
ネ
ッ
ト
の
チ
ラ
シ
を
置
き

登
࿥
ر
๬
が
あ
れ
͹
、
市
民
生
活
՝
か
ら

市
民
協
ಇ
՝
に
Ҋ
಺
し
て
も
ら
う
な
ど
ԁ

׈
な
登
࿥
に
繋
が
る
࢓
組
Έ
に
つ
い
て
ੋ

ඇ
ݕ
౼
し
て
ま
い
り
た
い
。

Ｑ
各
町
内
会
か
ら
選
出
さ
れ
て
い

る
Ｉ
Ｃ
Ｔ
推
進
員
は
野
々
市
市

連
合
町
内
会
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
等
使
用
規

程
に
お
け
る
管
理
責
任
者
が
指
定
さ
れ
た

使
用
者
と
い
う
理
解
で
よ
い
の
か
。
Ｉ
Ｃ

Ｔ
推
進
員
の
役
割
に
つ
い
て
伺
う
。

Ａ
地
域
政
策
部
長
●
結
ネ
ッ
ト
の

ී
ٴ
֦
大
を
ਤ
る
こ
と
と
、
Ｉ
̘

̩
機
ث
ૢ
作
方
๏
を
広
め
る
こ
と
を
目
త

に
֤
ொ
಺
会
か
ら
選
ग़
し
て
い
た
だ
い
て

い
る
。
ொ
಺
会
に
よ
っ
て
は
ொ
಺
会
長
自

਎
が
Ｉ
̘
̩
ਪ
進
員
を
݉
೚
し
て
い
る
৔

߹
も
あ
る
。
規
程
の
΄
う
に
ه
入
が
さ
れ

て
い
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
れ
͹
規
程
の

見
直
し
も
ݕ
౼
し
、
ࠓ
後
の
ொ
಺
会
߹
同

ݚ
म
会
で
Ｉ
̘
̩
ਪ
進
員
の
意
ٛ
を
タ
ブ

Ϩ
ッ
ト
ૢ
作
ؚ
め
、
֤
ொ
಺
会
長
さ
Μ
と

協
議
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
。

市
民
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
に
お
け

る
町
内
会
を
拠
点
と
し
た
「
通
い

の
場
づ
く
り
」
の
推
進
に
つ
い
て

Ｑ
現
在
、
地
域
サ
ロ
ン
の
な
い
町
内

会
に
ど
の
よ
う
な
ケ
ア
体
制
を

提
供
し
て
い
く
か
。
全
て
の
町
内
会
に
設

置
を
目
標
に
市
が
関
わ
り
を
持
っ
て
広
め

て
い
く
こ
と
が
望
ま
し
い
と
考
え
る
。

Ａ
市
長
●
通
い
の
৔
が
な
い
ொ
಺

会
に
は
հ
ޢ
༧
๷
教
室
開
催
の

΄
か
、
ݸ
ਓ
で
も
体
ૢ
が
͝
自
୐
等
で
気

軽
に
行
え
る
よ
う
市
公
式:PV5VCF

チ
ャ
ン
ネ
ル
に
体
ૢ
動
画
を
ア
ッ
ϓ
ロ
ー

ド
し
て
い
る
。通
い
の
৔
で
の
活
動
に
は
、

݈
߁
ण
໋
を
Ԇ
͹
す
ޮ
果
も
期
଴
さ
れ
て

い
る
の
で
ࠓ
後
も
よ
り
多
く
の
地
域
で
開

設
で
き
る
よ
う
立
ち
上
げ
支
援
に
౒
め
て

ま
い
り
た
い
。

Ｑ
介
護
長
寿
課
と
市
民
協
働
課
が

連
携
し
、
創
意
工
夫
し
て
い
る
各

地
域
の
市
民
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
を
も
っ

と
ア
ピ
ー
ル
し
て
は
い
か
が
か
。

Ａ
市
長
●
市
は
大
学
や
ا
業
と

༷
々
な
แ
ׅ
連
携
協
定
を
క
結

し
、
݈
߁
づ
く
り
で
も
༷
々
な
͝
協
ྗ
を

い
た
だ
い
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
取
組
を

広
く
市
಺
શ
域
に
ア
ϐ
ー
ル
し
て
い
く
こ

と
は
ொ
಺
会
な
ど
地
域
を
活
性
化
し
て
い

く
上
で
重
要
な
視
点
と
考
え
て
い
る
の

で
、
༷
々
な
৘
ใ
఻
達
の
ツ
ー
ル
を
࢖
っ

て
ੵ
ۃ
త
に
発
信
に
౒
め
て
ま
い
り
た

い
。

梅野智恵子 議員
（みのりの会）

北陸鉄道の支援について、都市計画税
を充当せよ

支援の内容により判断をしたいと
示唆

朝倉 雅三 議員
（野々市フォーラム）

一般質問のページは、各議員の
文責により編集されています。

一般質問を動画でご覧いただけます。
　※二次元コードは機種によりご利用いただけない場合があります。
　　PCからは、　https://youtu.be/YRnBjv6FtMo

一般質問のページは、各議員の
文責により編集されています。

一般質問を動画でご覧いただけます。
　※二次元コードは機種によりご利用いただけない場合があります。
　　PCからは、　https://youtu.be/PqEQYl5JC3o
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一般質問 一般質問

設置費用に5千万円近くの費用が掛かり、現状
の温泉施設の状態や能力では、供給は難しい

新体育施設内で、シャワーや融雪・足湯
等に活用できないかを問う

辻　信行 議員
（野々市フォーラム）

温
泉
ス
タ
ン
ド
の
活
用
に
つ
い
て

Ｑ
新
た
な
体
育
施
設
の
整
備
コ
ン

セ
プ
ト
「
健
康
・
交
流
・
防
災
」

に
施
設
内
で
の
シ
ャ
ワ
ー
や
融
雪
・
足
湯

等
に
活
用
で
き
な
い
か
を
問
う
。

Ａ
市
長
●
ݱ
ࡏ
、
民
間
事
業
者
で
の

活
用
に
つ
き
ま
し
て
は
、
ݸ
別
ヒ

ア
リ
ン
グ
を
行
う
な
ど
調
査
、
ݕ
౼
を
進

め
て
い
る
と
こ
ろ
で
͝
͟
い
ま
す
。
৽
た

な
体
育
施
設
で
の
利
用
に
つ
い
て
は
、
Թ

ઘ
を
ૹ
る
た
め
の
「
ૹ
౬
管
施
設
」
の
設

置
අ
用
に
５
ઍ
ສ
ԁ
ۙ
く
の
අ
用
が
ֻ
か

る
΄
か
、
ݱ
状
の
Թ
ઘ
施
設
の
状
ଶ
や
能

ྗ
を
考
え
る
と
、
༥
ઇ
૷
置
や
଍
౬
な
ど

の
施
設
利
用
に
必
要
な
ਫ
ྔ
の
安
定
త
な

ڙ
څ
が
೉
し
い
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
市
民
の
関
心
を

Ｑ
第
二
次
総
合
計
画
、
基
本
目
標
、

施
策
１
の
共
に
考
え
共
に
つ
く

る
ま
ち
づ
く
り
に
お
い
て
、リ
デ
ュ
ー
ス
、

リ
ユ
ー
ス
、
リ
サ
イ
ク
ル
の
促
進
を
進
め

る
た
め
に
、
３
Ｒ
（
ス
リ
ー
ア
ー
ル
）
に

つ
い
て
市
民
の
工
夫
・
体
験
の
ア
イ
デ
ア

を
公
募
し
て
は
ど
う
か
を
問
う
。

Ａ
市
長
●

３
̧
は
、
す
΂
て
の
ੈ

୅
の
方
々
の
意
識
の
ৢ
成
を
ਤ

る
こ
と
が
、
ਪ
進
し
て
い
く
う
え
で
大
切

な
こ
と
だ
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

こ
れ
ま
で
も
、
環
境
৹
議
会
の
方
々
か

ら
、
͝
ఏ
Ҋ
い
た
だ
き
ア
イ
σ
ア
を
施
策

に
取
り
入
れ
て
き
た
こ
と
も
あ
り
ま
す
の

で
、
ࠓ
後
に
つ
き
ま
し
て
も
、
༷
々
な
機

会
を
ଊ
え
て
、
ఏ
Ҋ
さ
れ
る
ア
イ
σ
ア
を

ੵ
ۃ
త
に
取
り
入
れ
な
が
ら
、
３
̧
を
ਪ

進
し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。ふ

る
さ
と
納
税
を
活
用
し
た
、
起

業
家
支
援
に
つ
い
て

Ｑ
今
年
２
月
９
日
か
ら
３
月
18
日

ま
で
募
集
さ
れ
、
寄
付
目
標
額
に

達
成
し
た
場
合
、
市
が
奨
励
金
最
大
20
万

円
を
加
算
す
る
、
こ
の
事
業
の
成
果
を
問

う
。Ａ

地
域
政
策
部
長
●

ク
ラ
ウ
ド

フ
ァ
ン
σ
ỹ
ン
グ
で
͝
͟
い
ま

す
が
、
事
業
の
ื
ू
を
行
い
ま
し
た
が
、

数
件
の
໰
い
߹
わ
せ
が
あ
っ
た
も
の
の
、

応
ื
は
͝
͟
い
ま
せ
Μ
で
し
た
。

ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
σ
ỹ
ン
グ
は
、
広
く

事
業
に
共
感
す
る
方
か
ら
ࢿ
ۚ
を
ื
る
手

๏
で
あ
り
、
地
域
環
境
の
ղ
ܾ
に
意
ཉ
త

に
取
り
組
Ή
ى
業
Ո
を
支
援
す
る
た
め
に

は
、
༗
ޮ
な
手
ஈ
の
１
つ
で
あ
る
と
考
え

て
お
り
ま
す
。

ࠓ
後
も
、
Ҿ
き
続
き
、
こ
の
੍
度
を
ؚ

め
、
༷
々
な
支
援
を
行
う
こ
と
で
、
市
಺

で
ى
業
し
た
い
方
の
後
ԡ
し
と
な
る
よ

う
、
౒
め
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り

ま
す
。

京
都
府
与
謝
野
町
と
の
意
見
交
換

会
に
つ
い
て

Ｑ
本
市
と
同
じ
く
椿
が
町
の
花
木

与
謝
野
町
は
、
ち
り
め
ん
街
道

や
、
古
墳
公
園
な
ど
本
市
と
類
似
し
た
と

こ
ろ
が
あ
り
、
ま
ち
づ
く
り
の
お
い
て
の

意
見
交
換
会
な
ど
を
設
け
て
は
ど
う
か
を

問
う
。

Ａ
市
長
●
ฏ
成
2�
年
�
月
に
、
本
市

で
開
催
し
ま
し
た
「
ୈ
2�
回
શ
ࠃ

௴
サ
ϛ
ッ
ト
野
々
市
大
会
」
に
ઌ
立
ち
、

こ
の
前
年
の
、
サ
ϛ
ッ
ト
開
催
地
で
あ
っ

た
こ
と
か
ら
。
༩
ँ
野
ொ
と
は
͝
ԑ
を
感

͡
て
お
り
ま
す
。

༩
ँ
野
ொ
の
ࢁ
ఴ
ொ
長
さ
Μ
と
は
、
こ

の
શ
ࠃ
௴
サ
ϛ
ッ
ト
の
͝
ԑ
も
あ
り
、
こ

れ
ま
で
に
も
、
Կ
回
か
意
見
ަ
׵
を
さ
せ

て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
ࠓ
で
も
、
શ

ࠃ
࢙
੻
整
備
市
ொ
村
協
議
会
な
ど
で
、
年

に
数
回
お
会
い
す
る
こ
と
が
͝
͟
い
ま
す

の
で
、
こ
れ
ま
で
同
༷
、
ま
ち
づ
く
り
等

に
つ
い
て
、
意
見
ަ
׵
を
し
て
ま
い
り
た

い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

西本 政之 議員
（令和清栄）

まずは「性の多様性を考えるシンポ
ジウム」を開催する

パートナーシップ宣誓制度導入に
向けて周知せよ

Ｑ
令
和
３
年
12
月
定
例
会
で
パ
ー

ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
制
度
の
制
定
を

訴
え
、
市
長
か
ら
非
常
に
前
向
き
な
答
弁

を
い
た
だ
い
た
。
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
宣

誓
制
度
と
い
う
形
で
、
今
年
の
12
月
の
人

権
週
間
に
制
定
さ
れ
る
運
び
と
な
っ
た
。

全
て
の
人
が
差
別
さ
れ
る
事
無
く
、
等
し

く
住
み
よ
さ
を
感
じ
る
街
に
成
熟
す
る
過

程
の
中
で
、
こ
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
宣

誓
制
度
の
制
定
は
大
切
な
一
つ
の
ピ
ー
ス

で
あ
る
。
し
か
し
、
誰
も
知
ら
な
い
の
で

は
意
味
が
な
い
。
周
知
が
必
要
だ
と
考
え

る
が
い
か
が
か
。

Ａ
市
長
●
こ
の
એ
੤
੍
度
を
広
く

市
民
の
օ
༷
に
お
知
ら
せ
し
、
理

ղ
を
深
め
て
い
た
だ
く
こ
と
が
大
ม
重
要

と
な
っ
て
く
る
の
で
、
10
月
22
日
に
จ
化

会
ؗ
フ
Ỽ
ル
テ
に
お
い
て
「
性
の
多
༷
性

を
考
え
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」を
開
催
す
る
。

こ
の
ϓ
Ϩ
イ
ベ
ン
ト
を
ܖ
機
と
し
て
、
੍

度
に
対
す
る
市
民
の
意
識
の
ৢ
成
と
気
運

を
ߴ
め
て
い
き
た
い
と
と
思
っ
て
お
り
、

੍
度
の
理
ղ
が
深
ま
る
よ
う
ܒ
発
に
౒
め

る
と
と
も
に
、
関
連
行
事
に
つ
い
て
も
計

画
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
る
。

小
中
学
校
の
現
状
に
つ
い
て

Ｑ
学
校
に
も
多
様
性
の
問
題
は
存

在
す
る
。
本
市
の
小
中
学
校
に
お

Ｑ
先
日
、
あ
る
小
学
校
で
教
頭
が
倒

れ
て
救
急
搬
送
さ
れ
た
。
過
労
が

原
因
な
の
で
は
と
、ゾ
ッ
と
し
た
。
私
は
、

多
忙
化
改
善
が
停
滞
し
て
い
る
と
感
じ
て

い
た
か
ら
、
な
お
さ
ら
で
あ
る
。
根
本
的

に
改
善
す
る
に
は
教
職
員
の
増
員
し
か
な

い
と
考
え
る
が
い
か
が
か
。

Ａ
教
育
長
●
ྩ
࿨
３
年
度
の
時
間

֎
ۈ
຿
は
前
年
度
よ
り
ඍ
増
し

て
い
る
。
教
৬
員
の
増
員
が
多
๩
化
改
ળ

に
直
結
す
る
こ
と
は
間
ҧ
い
な
い
。
དྷ
年

度
は
、
খ
学
４
年
ま
で
が
��
ਓ
学
ڃ
と
な

り
、
３
年
後
に
は
શ
て
の
学
年
で
��
ਓ
学

ڃ
が
実
ݱ
す
る
༧
定
で
あ
る
。
ࠓ
後
は
、

中
学
校
も
��
ਓ
学
ڃ
が
実
ݱ
す
る
よ
う
ࠃ

や
ݝ
に
ಇ
き
か
け
て
い
き
た
い
。

ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
支
援
に
つ
い
て

Ｑ
支
援
対
策
強
化
へ
厚
生
労
働
省

が
、
ケ
ア
ラ
ー
の
情
報
を
各
自
治

体
の
一
部
門
に
集
約
す
る
新
た
な
枠
組
み

作
り
に
取
り
組
む
と
発
表
し
た
。
本
市
の

方
針
を
伺
う
。

Ａ
市
長
●
10
月
に
公
ද
さ
れ
る
ੴ

઒
ݝ
Ϡ
ン
グ
έ
ア
ラ
ー
実
ଶ
調

査
の
結
果
や
、
ࠓ
後
ࠃ
か
ら
示
さ
れ
る
έ

ア
ラ
ー
৘
ใ
ू
約
の
た
め
の
手
Ҿ
ॻ
の
಺

༰
を
౿
ま
え
、
本
市
と
し
て
の
۩
体
の
支

援
体
੍
を
構
築
し
た
い
。

け
る
多
様
性
に
配
慮
し
た
施
設
整
備
の
現

状
を
伺
う
。

Ａ
教
育
部
長
●
市
಺
の
খ
中
学
校

の
施
設
の
中
で
、
多
目
త
ト
イ
Ϩ

ٴ
び
エ
Ϩ
ベ
ー
タ
ー
の
設
置
は
、
７
校
શ

て
で
׬
ྃ
し
て
お
り
、
多
༷
な
ݸ
性
を
持

つ
ࣇ
ಐ
生
ె
が
等
し
く
生
活
で
き
る
環
境

の
整
備
に
౒
め
て
い
る
。

Ｑ
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
Ｑ
の
方
は
約
８
％
い

る
と
言
わ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、

12
〜
13
人
に
一
人
い
る
こ
と
に
な
る
そ
う

で
、
ク
ラ
ス
に
２
〜
３
人
い
る
こ
と
に
な

る
。
先
生
方
は
「
も
し
い
た
ら
」
で
は
な

く
、「
い
て
あ
た
り
ま
え
」
と
い
う
考
え

で
子
供
た
ち
と
接
す
る
べ
き
で
あ
り
、
そ

う
な
っ
て
い
な
い
先
生
方
の
意
識
改
革
が

必
要
と
考
え
る
が
い
か
が
。

Ａ
教
育
長
●
ݱ
ࡏ
、
市
಺
খ
中
学
校

に
お
い
て
、
性
に
関
す
る
೰
Έ

を
、
教
ࢣ
に
相
談
す
る
ࣇ
ಐ
生
ె
が
い
る

こ
と
を
確
認
し
て
い
る
。
教
৬
員
が
、
ࣇ

ಐ
生
ె
の
話
に
ࣖ
を
傾
け
、
ࣇ
ಐ
生
ె
、

保
ޢ
者
の
気
持
ち
に
د
り
ఴ
い
、
学
校
શ

体
で
の
対
応
が
必
要
と
ଊ
え
て
い
る
。
ࠓ

後
、
શ
て
の
教
৬
員
が
性
త
ࢤ
向
や
性
自

認
に
関
す
る
ਖ਼
し
い
理
ղ
を
深
め
て
い
く

こ
と
が
重
要
で
あ
り
、
意
識
改
ֵ
を
ਤ
っ

て
い
き
た
い
。

一般質問のページは、各議員の
文責により編集されています。

一般質問を動画でご覧いただけます。
　※二次元コードは機種によりご利用いただけない場合があります。
　　PCからは、　https://youtu.be/NfAmLrTCMok

一般質問のページは、各議員の
文責により編集されています。

一般質問を動画でご覧いただけます。
　※二次元コードは機種によりご利用いただけない場合があります。
　　PCからは、　https://youtu.be/5FTmgrgruDQ
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一般質問 一般質問

小堀 孝史 議員
（野々市フォーラム）

これまでの検討組織委員会の委員を強化・ 拡
大し、令和５年度後半に一部実施を目指す

中学校の休日の運動部の活動を、
どのように地域へ移行するのか

Ｑ
中
学
生
に
お
け
る
部
活
動
は
、
近

年
、
深
刻
な
人
口
減
少
に
よ
る
部

活
動
運
営
の
行
き
詰
ま
り
、
及
び
教
師
へ

の
負
担
増
に
よ
り
働
き
方
改
革
が
必
要
に

な
っ
て
き
ま
し
た
。
ス
ポ
ー
ツ
庁
は
今

年
、
運
動
部
活
動
に
お
け
る
休
日
の
地
域

移
行
を
検
討
し
、「
令
和
５
年
か
ら
３
年

間
で
休
日
の
運
動
部
活
動
を
段
階
的
に
地

域
へ
移
行
す
る
」こ
と
を
提
言
し
ま
し
た
。

そ
こ
で
、
本
市
は
ど
の
よ
う
に
し
て
検
討

を
進
め
ま
す
か
伺
い
ま
す
。

Ａ
市
長
●
本
市
で
は
こ
れ
ま
で
「
෦

活
動
に
お
け
る
持
続
可
能
な
体

੍
作
り
ݕ
౼
委
員
会
」
を
設
置
し
、
議
論

を
し
て
き
ま
し
た
。
ࠓ
回
の
ス
ポ
ー
ツ
庁

の
ఏ
ݴ
を
受
け
、
子
ڙ
た
ち
と
ઌ
生
方
の

心
਎
と
社
会
త
な
݈
߁
と
、
そ
の
活
動
の

中
で
た
く
ま
し
く
育
っ
て
い
く
子
ڙ
た
ち

が
、
本
市
の
ス
ポ
ー
ツ
活
動
の
৽
た
な

担
い
手
な
っ
て
い
く
こ
と
が
大
切
と
考
え

て
い
ま
す
。

Ｑ
今
後
、
中
学
校
の
生
徒
数
の
状
況

を
踏
ま
え
、
具
体
的
検
討
を
進
め

る
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
伺
い
ま
す
。

Ａ
教
育
長
●
本
市
の
中
学
校
に
お

け
る
શ
生
ె
数
の
ਪ
計
で
は
、

「
ԣ
͹
い
」
ま
た
は
「
ඍ
増
」
と
見
込
Μ

で
い
ま
す
。
ま
た
、
ࠓ
年
度
は
ࠃ
の
ఏ
ݴ

が
ग़
さ
れ
る
こ
と
を
前
ఏ
に
ݕ
౼
組
৫
委

ツ
団
体
等
も
ࢀ
加
で
き
る
よ
う
に
ࠃ
を
中

心
に
४
備
が
進
Μ
で
い
ま
す
。

ま
た
、
活
動
に
必
要
な
諸
අ
用
は
、
ࠃ

の
ఏ
ݴ
で
も
、
保
ޢ
者
の
Ո
計
負
担
軽
減

を
ࠃ
や
自
࣏
体
か
ら
の
ิ
ॿ
を
ؚ
め
て
ݕ

౼
す
る
こ
と
が
必
要
と
し
て
い
ま
す
。
ݕ

౼
会
を
通
͡
て
ݚ
ڀ
を
進
め
て
ま
い
り
ま

す
。ゼ

ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
宣
言
後
の

取
組Ｑ

本
市
は
令
和
４
年
３
月
に
ゼ
ロ

カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
」
を
宣
言
し
、

具
体
的
な
取
組
み
を
遂
行
す
る
た
め
、「
地

球
温
暖
化
対
策
推
進
本
部
」を
立
上
げ「
地

球
温
暖
化
推
進
委
員
」を
設
置
し
ま
し
た
。

本
市
は
こ
れ
ま
で
、
多
く
の
取
組
を
実
施

し
て
き
ま
し
た
が
、
今
後
、
新
た
な
事
項

や
対
策
を
強
化
す
る
取
組
に
つ
い
て
伺
い

ま
す
。

Ａ
市
長
●
住
Έ
よ
い
環
境
を
࣍
ੈ

୅
に
Ҿ
き
ܧ
い
で
い
く
た
め
に
、

行
政
ٴ
び
、
市
民
や
事
業
者
の
օ
さ
Μ
と

一
ؙ
と
な
っ
て
取
組
Έ
、
۩
体
త
に
は
公

用
車
へ
の
電
気
自
動
車
の
導
入
や
、
公
共

施
設
の
̡
̚
̙
化
を
ॱ
࣍
進
め
て
ま
い
り

ま
す
。

員
会
の
ϝ
ン
バ
ー
を
֦
大
ڧ
化
し
、
こ
れ

ま
で
の
྆
学
校
校
長
と
教
育
委
員
会
৬
員

に
加
え
て
、
学
識
経
ݧ
者
等
、
෦
活
動
後

援
会
、
市
ٴ
び
民
間
ス
ポ
ー
ツ
団
体
の
֤

୅
ද
者
を
加
え
、
ୈ
１
回
目
の
ݕ
౼
会
を

開
催
し
ま
し
た
。
ྩ
࿨
５
年
度
の
後
൒
に

は
、
一
෦
の
෦
活
動
で
、
౔
日
の
地
域
Ҡ

行
が
開
࢝
で
き
る
こ
と
を
目
ࢦ
し
て
い
ま

す
。Ｑ

今
後
、
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
方

法
で
指
導
者
を
確
保
し
、
将
来
の

地
域
の
ス
ポ
ー
ツ
環
境
を
担
う
実
施
主
体

と
し
て
、
ど
の
よ
う
な
団
体
、
組
織
が
考

え
ら
れ
ま
す
か
伺
い
ま
す
。

Ａ
教
育
長
●
本
市
で
は
、
ྩ
࿨
３
年

度
に
、
̎
つ
の
中
学
校
教
員
を
対

৅
に
実
施
し
た
ア
ン
έ
ー
ト
調
査
で
は
、

「
֎
෦
ࢦ
導
者
の
確
保
」
と
回
౴
し
た
教

員
が
��
ˋ
で
あ
り
、
大
き
な
՝
୊
と
し
て

い
ま
す
。
ࠓ
後
、
受
け
ࡼ
と
な
る
活
動
団

体
は
、
体
育
協
会
、
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
、

市
಺
の
大
学
等
を
想
定
し
て
い
ま
す
。

Ｑ
今
後
、
都
道
府
県
大
会
な
ど
に
対

す
る
本
市
の
考
え
と
、
保
護
者
が

支
払
う
部
費
の
徴
収
に
つ
い
て
地
域
の
企

業
か
ら
応
援
し
て
も
ら
う
こ
と
を
考
え
て

は
ど
う
か
を
伺
い
ま
す
。

Ａ
教
育
長
●
大
会
の
ࡏ
り
方
は
、
ྩ

࿨
５
年
度
Ҏ
߱
、
地
域
の
ス
ポ
ー

市役所庁舎と保健センターに設置し、そのほかの
施設につきましては、順次拡大してまいりたい

男性トイレにおけるサニタリーボックス
の設置について

大東 和美 議員
（公明）

Ｑ
尿
漏
れ
パ
ッ
ド
使
用
者
に
配
慮

し
た
男
性
ト
イ
レ
の
今
後
の
対

応
を
お
伺
い
し
ま
す
。

Ａ
市
長
●
設
置
に
あ
た
り
ま
し
て

は
、
わ
か
り
や
す
い
Ҋ
಺
ද
示
を

行
う
こ
と
で
、
୭
も
が
ト
イ
Ϩ
を
շ
ద
に

࢖
用
で
き
る
よ
う
౒
め
て
ま
い
り
ま
す
。

こ
れ
か
ら
の
保
育
園
と
認
定
こ
ど

も
園
に
求
め
る
も
の

Ｑ
働
い
て
い
る
こ
と
を
条
件
に
子

ど
も
を
預
か
っ
て
い
る
本
市
に

お
け
る
保
護
者
の
荷
物
の
多
さ
に
対
す
る

現
状
・
実
態
と
「
手
ぶ
ら
登
園
」
に
向
け

て
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
感

じ
て
お
ら
れ
る
の
か
、
お
伺
い
し
ま
す
。

ま
た
、
保
育
園
、
認
定
こ
ど
も
園
に
お

け
る
「
手
ぶ
ら
登
園
」
に
向
け
て
取
り
組

ま
れ
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。
見
解
を

お
伺
い
い
た
し
ま
す
。

Ａ
健
康
福
祉
部
長
●
保
ޢ
者
が
持

ࢀ
す
る
園
ࣇ
の
ՙ
෺
に
つ
い
て

は
、
ຖ
日
の
ண
ସ
え
や
Φ
ム
ツ
の
΄
か
、

ຖ
ि
１
回
の
෍
団
の
持
ち
か
え
り
と
持
ち

込
Έ
等
お
ئ
い
し
て
お
り
ま
す
。

き
Ỷ
う
だ
い
で
同
時
入
園
し
て
い
る
৔

߹
は
ՙ
෺
も
ഒ
に
な
る
な
ど
、
保
ޢ
者
の

中
に
は
、
͝
負
担
に
感
͡
て
い
る
方
も
い

ら
っ
し
Ỵ
る
か
と
思
い
ま
す
。

Ҡ
動
手
ஈ
に
、
自
స
車
や
公
共
ަ
通
機

関
を
利
用
す
る
大
都
市
ݍ
と
は
ҟ
な
り
、

本
市
の
保
育
園
や
認
定
こ
ど
も
園
を
利
用

さ
れ
て
い
る
保
ޢ
者
の
方
の
多
く
が
、
車

で
通
ۈ
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
登
߱
園
に

つ
い
て
も
、
΄
と
Μ
ど
の
方
が
車
を
利
用

し
て
お
り
ま
す
の
で
、
ՙ
෺
の
持
ち
運
び

の
負
担
と
い
う
よ
り
も
、
園
に
持
ち
込
Ή

Φ
ム
ツ
一
ຕ
一
ຕ
に
໊
前
を
ॻ
か
な
け
れ

͹
な
ら
な
い
な
ど
、
Φ
ム
ツ
や
෍
団
、
ண

ସ
え
な
ど
の
४
備
に
負
担
を
感
͡
て
い
る

方
が
多
い
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
ま

す
。Φ

ム
ツ
に
つ
い
て
は
、
ۙ
年
༷
々
な
事

業
者
が
定
ֹ
੍
利
用
サ
ー
Ϗ
ス
、
い
わ
Ώ

る
「
サ
ブ
ス
ク
」
を
ఏ
ڙ
し
て
い
ま
す
。

こ
の
サ
ブ
ス
ク
を
園
に
導
入
す
る
こ
と

に
よ
り
、
保
ޢ
者
と
保
育
࢜
྆
方
の
負
担

軽
減
に
な
り
、
子
育
て
支
援
と
ಇ
き
方
改

ֵ
に
な
る
と
い
う
ϝ
リ
ッ
ト
が
あ
り
ま

す
。市

಺
で
も
、
こ
の
サ
ー
Ϗ
ス
の
導
入
を

ݕ
౼
し
て
い
る
園
が
あ
る
と
お
ฉ
き
し
て

い
ま
す
が
、
Φ
ム
ツ
に
は
༷
々
な
種
ྨ
と

価
格
が
あ
り
、
保
育
࢜
の
負
担
を
考
え
ま

す
と
、
園
ࣇ
ຖ
に
保
ޢ
者
が
選
୒
す
る
の

で
は
な
く
、
園
が
そ
の
う
ち
の
１
種
ྨ
を

ࢦ
定
す
る
こ
と
に
な
ろ
う
か
と
思
い
ま

す
。

ま
た
、
෍
団
に
つ
い
て
は
、
お
ன
৸
用

の
؆
қ
ベ
ッ
ド
を
導
入
し
、
シ
ー
ツ
だ
け

の
持
ち
ؼ
り
と
す
る
こ
と
で
、
保
ޢ
者
の

負
担
軽
減
に
つ
な
げ
て
い
る
民
間
園
が
市

಺
に
６
園
あ
る
と
ฉ
い
て
お
り
ま
す
。

安
શ
面
や
ౙ
৔
の
פ
さ
対
策
、
収
ೲ
ス

ϖ
ー
ス
の
確
保
、
保
育
࢜
の
負
担
な
ど
の

՝
୊
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
公
立
園
で
は
導

入
に
ࢸ
っ
て
お
り
ま
せ
Μ
が
、
保
ޢ
者
の

負
担
軽
減
策
に
つ
い
て
は
、
༷
々
な
֯
度

か
ら
ݕ
౼
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
͝
͟
い
ま

す
ࠓ。

後
も
৽
し
い
੍
度
や
サ
ー
Ϗ
ス
、
ઌ

行
事
例
等
の
৘
ใ
を
ੵ
ۃ
త
に
収
ू
す
る

と
と
も
に
、
保
ޢ
者
の
੠
や
ݱ
৔
の
保
育

࢜
の
意
見
に
も
ࣖ
を
傾
け
、
よ
り
ྑ
い
保

育
環
境
を
め
͟
し
、
౒
ྗ
し
て
ま
い
り
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

そ
の
他
の
質
問
項
目

一
、
母
子
手
帳
の
デ
ジ
タ
ル
化
に
向
け
て

一
、
母
子
手
帳
に
６
歳
以
降
の
書
き
込
み

ス
ペ
ー
ス
の
提
案
に
つ
い
て

一
、
フ
ェ
ー
ズ
フ
リ
ー
な
広
場
に
つ
い
て

一
、   

８
月
４
日
の
内
水
被
害
状
況
に
つ

い
て

他

一
、
野
々
市
市
中
央
公
園
拡
張
整
備
事
業

の
事
業
者
提
案
エ
リ
ア
に
つ
い
て

一般質問のページは、各議員の
文責により編集されています。

一般質問を動画でご覧いただけます。
　※二次元コードは機種によりご利用いただけない場合があります。
　　PCからは、　https://youtu.be/-FcBftwahro

一般質問のページは、各議員の
文責により編集されています。

一般質問を動画でご覧いただけます。
　※二次元コードは機種によりご利用いただけない場合があります。
　　PCからは、　https://youtu.be/Ibxq_HRbsFE
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一般質問 一般質問

岩見　博 議員
（日本共産党）

菅原小校区児童の放課後児童クラブ利用
率が高いことが児童館利用者減少の原因

本町児童館閉館
７千人の子どもの遊びの場奪う

交
通
事
故
や
不
審
者
犯
罪
か
ら
子

ど
も
を
守
る
こ
と
は
考
え
ず

Ｑ
老
朽
化
と
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ

が
整
備
せ
れ
て
い
る
こ
と
を
理

由
に
10
月
で
閉
館
す
る
と
し
て
い
る
が
、

７
千
人
の
子
ど
も
の
遊
び
の
場
を
奪
う
こ

と
に
な
る
。
い
ま
必
要
な
の
は
地
域
の
子

ど
も
中
心
に
考
え
直
し
て
新
し
く
建
て
替

え
る
こ
と
。「
中
央
児
童
館
や
押
野
児
童

館
の
利
用
を
」
と
い
う
が
、
遠
く
な
れ
ば

交
通
事
故
や
不
審
者
犯
罪
に
合
う
危
険
も

多
く
な
る
こ
と
を
考
え
た
の
か
。

Ａ
健
康
福
祉
部
長
●
本
ொ
ࣇ
ಐ
ؗ

の
あ
る
ੁ
原
খ
学
校
۠
શ
ࣇ
ಐ

の
4�
ˋ
が
์
՝
後
ࣇ
ಐ
ク
ラ
ブ
を
利
用
し

Ａ
市
長
●
中
ԝ
保
育
園
の
࿝
ٺ
化

が
ஶ
し
い
こ
と
か
ら
、
࿝
ٺ
化
に

よ
る
Ө
ڹ
や
、
他
の
子
育
て
支
援
施
設
の

状
況
、
財
ݯ
の
確
保
な
ど
、
૯
߹
త
に
ݕ

ূ
・
ݕ
౼
し
、
で
き
る
だ
け
ૣ
い
時
期
に

施
設
の
整
備
方
਑
を
ܾ
定
し
た
い
。

旧
大
倉
外
科
医
院
跡
地
購
入
問
題

副
市
長
＝
「
交
渉
期
限
は
今
年
度

末
」Ｑ

大
倉
外
科
医
院
跡
地
購
入
で
「
北

国
街
道
に
ぎ
わ
い
創
出
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
の
重
要
な
場
所
と
し
て
、
公
衆

ト
イ
レ
と
か
来
場
者
の
利
便
性
を
向
上
さ

せ
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
」
と
し
て
き
た

が
、
駐
車
場
用
地
と
し
て
購
入
し
た
旧
ウ

イ
ン
グ
小
西
跡
地
を
、
郵
便
局
の
移
転
用

地
と
し
て
貸
す
こ
と
に
な
っ
た
こ
と
は
こ

れ
ま
で
の
説
明
が
破
綻
し
て
い
る
こ
と
を

自
ら
証
明
し
た
こ
と
に
な
る
。
あ
ら
た
め

て
医
院
跡
地
の
購
入
中
止
を
求
め
る
。
交

渉
の
リ
ミ
ッ
ト
を
い
つ
と
考
え
て
い
る

か
。Ａ

副
市
長
●
ݱ
ࡏ
も
地
ݖ
者
と
ަ

ব
を
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、

ࠓ
す
͙
ަ
ব
を
中
止
す
る
こ
と
は
考
え
て

い
な
い
。
ࠓ
年
度
い
っ
ͺ
い
が
リ
ϛ
ッ
ト

と
思
っ
て
い
る
。

て
お
り
、
他
の
校
۠
の
ฏ
ۉ
利
用
率
�1
ˋ

よ
り
ஶ
し
く
ߴ
い
こ
と
が
利
用
者
減
少
の

原
Ҽ
と
考
え
る
。

中
央
保
育
園
と
本
町
児
童
館
併
設

施
設
の
建
設
を

Ｑ
中
央
保
育
園
の
場
所
に
保
育
園

と
本
町
児
童
館
の
複
合
施
設
を

建
設
し
て
は
ど
う
か
。
地
域
の
子
ど
も
た

ち
の
元
気
な
声
が
聞
こ
え
る
地
域
に
す
る

が
子
育
て
世
帯
の
魅
力
と
な
っ
て
波
及
効

果
を
も
た
ら
し
、
に
ぎ
わ
い
創
出
に
繋
が

る
の
で
は
な
い
か
。

市
長
＝
「
で
き
る
だ
け
早
い
時
期

に
整
備
方
針
を
決
定
し
た
い
」

重点的な危険箇所において、「量水標」
設置を前向きに検討してまいりたい

今般の豪雨経験から河川・水路に
「量水標」を新設・増設していただきたい

北村 大助 議員
（野々市フォーラム）

小
中
学
校
全
て
の
校
区
見
直
し
を

議
論
す
る
段
階
に
来
て
い
る

Ｑ
市
内
５
つ
の
小
学
校
で
現
在

３
３
２
１
名
の
児
童
が
就
学
さ

れ
て
い
ま
す
。
５
校
で
割
り
ま
す
と
、「
１

校
あ
た
り
６
６
４
名
」
と
平
均
値
が
出
ま

す
。
県
内
は
国
公
私
立
含
め
て
２
０
２
校

あ
り
ま
す
が
、
児
童
数
で
割
る
と
「
１
校

あ
た
り
２
７
６
名
」
と
い
う
計
算
に
な
り

ま
す
。
お
隣
の
金
沢
市
は
２
３
１
３
７
名

の
児
童
が
お
り
ま
し
て
56
校
あ
り
ま
す
。

１
校
あ
た
り
に
換
算
し
ま
す
と
４
１
３
名

と
平
均
値
が
出
ま
す
。
県
平
均
に
合
わ
せ

る
と
、「
野
々
市
に
は
12
の
小
学
校
が
あ

る
」
こ
と
に
な
る
。
金
沢
市
に
基
準
を
合

わ
せ
る
と
「
野
々
市
に
は
８
つ
の
小
学
校

が
あ
る
」
こ
と
に
な
り
、
こ
れ
を
野
々
市

市
は
５
校
で
賄
っ
て
い
ま
す
。

野
々
市
小
の
校
舎
面
積
に
対
し
て
、
児

童
数
で
割
る
と
8
・
75
㎡
に
な
る
。
御
園

小
９
㎡
、
菅
原
小
12
・
64
㎡
、
富
陽
小

10・15
㎡
、館
野
小
14・32
㎡
と
い
う
事
で
、

野
々
市
小
と
御
園
小
は
10
㎡
を
切
っ
て
い

ま
す
。
全
国
平
均
12
・
71
㎡
で
い
く
と
全

国
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
で
通
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
教
員
１
人
あ
た
り
の
児
童
数

は
「
県
平
均
が
14
名
」
で
す
が
野
々
市
は

17
・
7
人
で
ト
ッ
プ
で
す
。
一
番
少
な
い

宝
達
志
水
町
は
6
・
6
人
に
な
り
ま
す
の

で
、
最
大
2
・
68
倍
の
格
差
が
出
て
い
ま

す
。
教
員
の
多
忙
化
と
い
う
の
は
当
然
、

多
い
状
態
に
あ
り
ま
す
。

も
っ
と
先
の
長
い
目
で
見
て
い
た
だ

き
、
い
ろ
ん
な
角
度
の
見
方
で
議
論
を
し

て
い
く
時
期
に
来
て
い
る
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。「
こ
こ
に
対
し
て
正
面
か
ら

議
論
し
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
す
よ
」
と

申
し
上
げ
て
い
ま
す
が
、
教
育
長
の
見
解

を
伺
う
。

Ａ
教
育
長
●
ࣇ
ಐ
生
ె
数
の
ਪ
Ҡ

は
本
౰
に
見
ۃ
め
が
必
要
か
と

思
い
ま
す
。

特
に
۠
画
整
理
・
民
間
開
発
で
、
あ
っ

と
い
う
間
に
住
୐
が
ݐ
つ
と
い
っ
た
事
も

͝
͟
い
ま
す
。
校
۠
ม
ߋ
と
い
っ
た
点
に

つ
い
て
も
、
一
つ
の
ݕ
౼
す
る
要
点
の
一

つ
と
し
て
෯
広
い
؍
点
か
ら
ద
切
に
ݕ
౼

し
て
ま
い
り
た
い
。

Ｑ
緩
や
か
な
児
童
数
増
加
の
御
園

小
大
規
模
改
修
工
事
着
工
の
目

標
年
度
は
い
つ
頃
を
目
指
し
て
い
る
の

か
。Ａ

市
長
●
ྩ
࿨
̔
年
度
Ҏ
߱
に
実

施
す
る
、
ग़
དྷ
る
だ
け
ૣ
い
時
期

に
ண
手
し
て
ま
い
り
た
い
。

Ｑ
令
和
８
年
度
に
さ
れ
た
い
の
か
、

９
年
度
を
目
指
す
の
か
、
も
う
少

し
絞
っ
て
い
た
だ
き
た
い
。

Ａ
市
長
●
ྩ
࿨
̔
年
度
に
学
校
運

営
協
議
会
で
改
म
಺
༰
の
協
議

を
ࢾ
り
、
ྩ
࿨
̕
年
度
に
基
本
設
計
・
実

施
設
計
、
ྩ
࿨
10
年
度
か
ら
11
年
͙
ら
い

で
改
म
工
事
を
目
標
に
、
ग़
དྷ
る
だ
け
ૣ

く
考
え
て
い
か
な
け
れ
͹
い
け
な
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

水
防
実
施
計
画
関
連
に
つ
い
て

Ｑ
堀
内
２
丁
目
・
５
丁
目
、
稲
荷
２

丁
目
地
内
、
各
所
で
道
路
冠
水
や

床
下
浸
水
等
被
害
が
生
じ
た
。

現
在
工
事
中
の
用
排
水
施
設
整
備
事
業

郷
用
水
第
４
地
区
早
期
工
事
完
成
に
市
長

自
ら
、
県
知
事
に
直
接
要
請
を
行
っ
て
い

た
だ
き
た
い
。

稲
荷
２
丁
目
地
内
の
水
路
検
証
を
速
や

か
に
行
っ
て
い
た
だ
き
改
良
策
を
講
じ
て

い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
、
見
解
を
伺

う
。Ａ

市
長
●
ࠓ
後
改
め
て
、
知
事
と
面

談
す
る
৔
に
お
い
て
直
接
要
๬

し
て
ま
い
り
た
い
。
Ҵ
ՙ
̎
ஸ
目
地
಺

の
ਫ
࿏
に
つ
い
て
は
、
他
地
۠
の
ף
ਫ
Օ

所
も
ؚ
め
て
、
ݱ
ࡏ
、
ݱ
地
確
認
や
原
Ҽ

調
査
を
行
っ
て
い
る
。
ࠓ
後
、
改
ળ
策
に

つ
い
て
ݕ
ূ
し
て
ま
い
り
た
い
。

一般質問のページは、各議員の
文責により編集されています。

一般質問を動画でご覧いただけます。
　※二次元コードは機種によりご利用いただけない場合があります。
　　PCからは、　https://youtu.be/7uC2IkjZBzk

一般質問のページは、各議員の
文責により編集されています。

一般質問を動画でご覧いただけます。
　※二次元コードは機種によりご利用いただけない場合があります。
　　PCからは、　https://youtu.be/jvxWC4zRK7c

本町児童館＝本町 3丁目

中央保育園＝本町 3丁目



議会アンケート結果報告③

市民の声をお聴きしました。
ご協力ありがとうございました。

７
月
12
～
14
日
、
行
政
調
査
視
察
を

行
い
ま
し
た
。

（
北
村
・
朝
倉
・
辻
・
杉
林
・
西
本
・
向

田
・
梅
野
）

「
教
育
セ
ン
タ
ー
に
お
け
る
相
談
内
容
の

傾
向
と
特
徴
」
に
つ
い
て

大
阪
府
堺
市
教
育
セ
ン
タ
ー
で
は
、

子
ど
も
た
ち
と
の
信
頼
関
係
構
築
に
重

点
を
置
き
、
特
に
初
回
面
談
（
イ
ン
テ
ー

ク
面
接
）
を
大
切
に
し
て
い
ま
す
。
相
談

室
の
雰
囲
気
作
り
や
環
境
に
も
十
分
配

慮
し
、
遊
び
な
ど
を
通
し
て
、
心
を
通
わ

せ
て
い
き
ま
す
。
電
話
教
育
相
談
（
子
ど

も
電
話
教
育
相
談
こ
こ
ろ
ホ
ー
ン
）
で
は

委
託
形
式
を
採
用
し
て
い
ま
す
が
、
24
時

間
・
３
６
５
日
対
応
と
な
っ
て
お
り
、
例

年
１
７
０
０
件
程
度
の
相
談
入
電
が
あ
る

と
の
事
で
し
た
。
年
々
、
相
談
の
件
数
自

体
が
増
加
し
て
お
り
、
特
に
中
学
１
年
生

の
相
談
申
込
が
増
加
傾
向
で
し
た
。
相
談

主
訴
と
し
て
は
、
学
習
や
発
達
に
関
す
る

相
談
が
一
番
多
く
な
っ
て
お
り
、
続
い
て

不
登
校
に
関
す
る
相
談
が
多
く
な
っ
て
い

る
状
況
で
し
た
。
20
年
程
前
ま
で
は
、
発

達
に
関
す
る
相
談
は
少
な
か
っ
た
よ
う
で

す
が
、
医
療
の
進
歩
や
発
達
障
害
・
学
習

障
害
に
関
す
る
認
知
が
広
ま
っ
た
た
め
、

相
談
主
訴
と
し
て
増
加
し
た
と
考
え
ら
れ

て
い
ま
す
。
相
談
申
込
で
は
男
子
の
申
込

が
多
く
な
っ
て
い
る
状
況
で
、
男
子
は
性

格
行
動
に
関
す
る
相
談
と
学
習
発
達
に

関
す
る
相
談
の
申
込
比
率
は
同
程
度
で
す

が
、
一
方
で
女
子
は
性
格
行
動
に
関
す
る

相
談
申
込
が
多
い
と
の
事
で
し
た
。
改
め

て
、「
関
わ
り
か
ら
見
守
り
へ
」、
そ
し
て

「
自
立
」
に
繋
げ
る
と
い
う
目
標
を
明
確

に
意
識
し
な
が
ら
、
日
々
の
サ
ポ
ー
ト
支

援
を
行
っ
て
い
く
大
切
さ
を
実
感
致
し
ま

し
た
。

本
市
教
育
行
政
に
活
か
せ
る
よ
う
に
、

議
論
を
深
め
る
必
要
が
あ
る
と
受
け
止

め
ま
し
た
。

他
、
大
阪
府
松
原
市
教
育
委
員
会
・

京
都
少
年
鑑
別
所
等
４
ヵ
所
を
調
査
視

察
致
し
ま
し
た
。

７
月
22
日

か
ほ
く
市
視
察

Ｖ
リ
ー
グ
機
構
と
の
協
議
に
つ
い
て

は
、
基
本
計
画
策
定
時
等
に
、
ヒ
ア
リ

ン
グ
を
実
施
し
規
約
の
確
認
を
行
う
と

と
も
に
、
Ｐ
Ｆ
Ｕ
ブ
ル
ー
キ
ャ
ッ
ツ
と

は
、
直
接
施
設
整
備
に
係
る
ヒ
ア
リ
ン

グ
を
行
い
選
手
の
導
線
や
諸
室
の
配
置

に
つ
い
て
意
見
聴
取
を
行
っ
た
。
ま
た
、

施
設
に
は
パ
ラ
ス
ポ
ー
ツ
を
開
催
で
き

る
よ
う
車
椅
子
シ
ャ
ワ
ー
を
設
置
す
る

こ
と
と
し
て
い
る
。

８
月
25
日

柳
島
ス
ポ
ー
ツ
公
園
（
神

奈
川
県
茅
ヶ
崎
市
）
視
察

地
域
主
導
型
Ｐ
Ｆ
Ｉ
を
ロ
ー
カ
ル

フ
ァ
ー
ス
ト
の
考
え
に
基
づ
き
、
地
域

主
導
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
等
、
ま
た
工
事

期
間
の
材
料
調
達
や
地
域
雇
用
等
、
地

域
経
済
を
循
環
さ
せ
て
い
く
取
組
等
の

中
で
連
携
し
て
い
っ
た
。
運
営
会
社
ス

マ
ー
ト
ウ
エ
ル
ネ
ス
パ
ー
ク
株
式
会
社

に
お
い
て
は
開
業
初
年
度
よ
り
黒
字
計

上
し
て
お
り
、
こ
の
こ
と
は
、
開
業
後

も
ロ
ー
カ
ル
フ
ァ
ー
ス
ト
を
展
開
す
る

こ
と
で
、
支
援
会
社
・
ス
ポ
ー
ツ
公
園

フ
ァ
ン
、ま
た
地
域
住
民
と
一
体
と
な
っ

て
事
業
収
入
が
確
保
で
き
た
結
果
で
あ

る
。
単
に
、
低
落
札
価
格
を
求
め
る
の

で
は
な
く
、
利
用
者
・
フ
ァ
ン
を
ど
れ

だ
け
多
く
獲
得
で
き
る
か
が
Ｐ
Ｆ
Ｉ
成

功
に
導
く
キ
ー
ポ
イ
ン
ト
で
あ
る
。
柳

島
ス
ポ
ー
ツ
公
園
Ｐ
Ｆ
Ｉ
事
業
は
、
市

の
財
政
負
担
軽
減
に
繋
が
っ
て
い
る
と

思
慮
さ
れ
る
。

８
月
26
日

ス
ポ
ー
ツ
庁
視
察

ス
ポ
ー
ツ
の
成
長
産
業
化
が
大
き
な

柱
と
な
り
地
域
経
済
の
成
長
が
可
能
で

あ
る
。
ス
ポ
ー
ツ
庁
で
は
、
地
方
公
共

団
体
が
構
想
や
事
業
計
画
の
作
成
を
進

め
ら
れ
る
よ
う
、「
ス
タ
ジ
ア
ム・ア
リ
ー

ナ
相
談
窓
口
を
開
設
」
し
て
あ
る
と
の

こ
と
で
あ
る
。
コ
ン
セ
ッ
シ
ョ
ン
の
活

用
に
よ
り
、
民
間
事
業
者
が
長
期
に
安

定
し
て
公
共
施
設
の
運
営
・
維
持
管
理

を
行
う
こ
と
が
で
き
る
と
種
々
ア
ド
バ

イ
ス
を
受
け
た
。
ま
た
、
本
市
の
体
育

施
設
に
係
る
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
に
よ
る

結
果
も
示
さ
れ
た
。

教
育
福
祉
常
任
委
員
会

体
育
施
設
等
に
関
す
る

調
査
特
別
委
員
会

1415

設
問
７
の
「
市
議
会
議
員
を

知
っ
て
い
ま
す
か
」
で
は
、
会
っ

た
こ
と
が
あ
る
、
見
た
こ
と
が

あ
る
、
知
ら
な
い
と
答
え
た
方

が
そ
れ
ぞ
れ
三
分
の
一
ず
つ
で

し
た
。
話
し
た
こ
と
が
あ
る
と

答
え
た
方
の
年
代
層
は
40
代
以

上
が
ほ
ぼ
大
半
を
占
め
て
お
り
、

30
代
以
下
と
の
対
話
の
機
会
を

作
る
こ
と
が
課
題
と
な
り
ま
す
。

そ
し
て
、
知
ら
な
い
と
答
え
た

方
を
ゼ
ロ
に
近
づ
け
る
努
力
が

必
要
で
す
。
設
問
８
の
「
あ
な

た
の
意
見
や
市
民
の
声
が
市
議

会
に
届
い
て
い
る
と
思
い
ま
す

か
」
で
は
、「
思
う
」、「
や
や
思
う
」

と
答
え
た
方
が
29
％
で
、
思
っ

た
よ
り
低
い
結
果
に
反
省
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
感
じ
ま
し

た
。
や
は
り
、
多
く
の
市
民
と

の
会
話
の
機
会
を
、
も
っ
と
作

ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う

結
論
に
行
き
つ
き
ま
す
。

調
査
結
果
は
市
議
会
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
し
て
い
ま
す
。

https://w
w
w
.city.nonoichi.

lg.jp/site/sub-gikai/37880.
htm
l ア

ン
ケ
ー
ト
結
果
の
分
析

野々市市議会では、令和４年１月5日から１月20日までの間、無作為抽出した18歳以上の
市民1,500人に対しアンケート調査を行ったところ、回答率は37％でした。

アンケート調査の結果を３回に分けて議会だよりに掲載してきましたが、今回が最終回です。

設問7. 市議会議員を知っていますか。

話したことがある　　見たことがある　　知らない　　無回答

話したことがある
183人
33％

見たことがある
178人
32％

知らない
187人
34％

無回答
6人
1％

設問8. あなたの意見や市民の声が
 市議会に届いていると思いますか。

思う　　やや思う　　あまり思わない　　思わない　　無回答

やや思う
148人
27％

思わない
107人
19％

無回答
20人
4％

思う
14人
3％

あまり思わない
265人
48％

行政視察報告
教育福祉常任委員会・体育施設等に関する調査特別委員会

  設問１０及び自由記載（抜粋）
・コロナ禍でご苦労が多いでしょうが、身体に気をつけてください
・一市民の目線で行動して欲しい
・アンケートをしようという意欲に感謝します
・オープンに話しが出来る場所があまりない
・議員、市長は一生懸命やっている。市民にも相応の自己責任がある。県内最低の投票率を恥じることを市民は自覚すべし
・市民のために粉骨砕身ガンバレ
・バランス感覚を保ち広く意見を聴き運営をお願いします
・議員の方ともっとお話しする機会があったら良いなぁと思いますが、市民の側からも積極的に参加するようにしない

といけない
・政治については一部の者しか関係していないと思う方が多数いると思う
・自分達が参加できる一番身近な政治行動は選挙だということを教養として教えておく事が必要
・議会発言の議員毎の回数を知りたい
・考える機会を与えてもらいよかった
・市民の声が届いているのか全く分からないので、もっと工夫して時代に合わせてほしい
・市議会議員の存在感がない。市議が定期的に相談会を設けてもよいのでは
・市の発展のために頑張ってください
・今後も居心地が良くなるための政策などの提言を期待しています
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日 月 火 水 木 金 土
1 2 3

午前 10時～
本会議　開会

4 5 6 7 8 9 10

11 12 13 14 15 16 17
午前 10時～
本会議　一般質問

午前 10時～
本会議　一般質問

午前 10時～
予算決算常任委員会

午前 10時～
総務産業常任委員会
午後 2時～
教育福祉常任委員会

18 19 20 21 22 23 24
午前 10時～
体育施設等に関する
調査特別委員会
午後 2時～
議会改革・活性化特
別委員会

午前 10時～
予算決算常任委員会

午後 2時～
本会議　閉会

25 26 27 28 29 30 31

12月定例会の予定　会期：12月２日（金）～22日（木）　（21日間）

少
人
数
学
級
・
教
職
員
定
数
の
改
善

を
求
め
る
意
見
書

①
中
学
校
の
35
人
学
級
を
早
急
に
実
施
す
る

こ
と
。
ま
た
、
さ
ら
な
る
少
人
数
学
級
に
つ

い
て
検
討
す
る
こ
と
。

②
高
等
学
校
の
35
人
学
級
の
実
現
に
向
け
て

検
討
す
る
こ
と
。

③
学
校
の
働
き
方
改
革
・
長
時
間
労
働
是
正

を
実
現
す
る
た
め
、
加
配
の
増
員
や
少
数
職

種
の
配
置
増
な
ど
教
職
員
定
数
改
善
を
推
進

す
る
こ
と
。
と
り
わ
け
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー

ル
構
想
の
実
施
に
と
も
な
う
Ｉ
Ｃ
Ｔ
サ
ポ
ー

タ
ー
の
配
置
増
を
早
急
に
行
う
こ
と
。

地
方
財
政
の
充
実
・
強
化
を
求
め
る

意
見
書

①
増
大
す
る
地
方
公
共
団
体
の
財
政
需
要
を

的
確
に
把
握
し
、
地
方
一
般
財
源
総
額
の
確

保
を
は
か
る
こ
と
。

②
急
増
す
る
社
会
保
障
ニ
ー
ズ
が
自
治
体
の

一
般
行
政
費
を
圧
迫
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、

社
会
保
障
経
費
の
拡
充
を
は
か
る
こ
と
。
ま

た
、
こ
れ
ら
の
分
野
を
支
え
る
人
材
確
保
に

む
け
た
自
治
体
へ
の
財
政
措
置
を
講
じ
る
こ

と
。

③
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
応
業
務

の
み
に
限
定
し
な
い
、
よ
り
全
体
的
な
保
健

所
体
制
・
機
能
の
強
化
に
十
分
な
財
源
措
置

を
は
か
る
こ
と
。

④
「
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
事
業
費
」

の
１
兆
円
に
つ
い
て
は
、
持
続
可
能
な
地
域

社
会
の
維
持
・
発
展
に
む
け
て
恒
久
的
な
財

源
と
す
る
こ
と
。

⑤
今
後
も
、
会
計
年
度
任
用
職
員
の
処
遇
改

善
が
求
め
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
引
き
続
き
所

要
額
の
調
査
を
行
う
な
ど
し
、
さ
ら
な
る
財

政
需
要
を
十
分
に
満
た
す
こ
と
。

⑥
デ
ジ
タ
ル
・
ガ
バ
メ
ン
ト
化
に
お
け
る
自

治
体
業
務
シ
ス
テ
ム
の
標
準
化
に
む
け
、
十

分
な
人
材
・
財
源
を
保
障
す
る
こ
と
。

採
択
さ
れ
た
意
見
書




